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カントリーとは？

各国の民謡をベースにアメリカに渡った移民の間で発展、流行し
たアメリカの土着的音楽ジャンル。

アメリカ南西部の田舎が発祥の地とされ、ナッシュビルはカントリー
の聖地として音楽産業が栄えた。

ギター、バンジョー、マンドリン、フィドル、ウッドベースなどアコース
ティック楽器を用いたバンド編成で演奏される。

流行音楽の要素、テクノロジーを取り入れつつ、今でもアメリカで
は根強い人気を誇るジャンル。

テイラースウィフトなど、カントリーからポップス、EDMに転向してス
ターになるシンガーも多い。
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カントリーのアレンジと打ち込み

① 王道バッキング系ストローク

② バラード系16ビートストローク

③ ラグタイム系フィンガーピッキング
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①王道バッキング系ストローク

「カントリーやラグタイムのバッキングといえばこれ！」と言うくらい王道パターン。
オモテ拍がベースランニング、ウラ拍が16ビートの刻みになっている。
所々おかずや、最後にはバンジョー風のリックを入れてみた。



打ち込みのポイント
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（キー=Cの場合）
D# → Eの半音は非常によく使われる。



打ち込みのポイント
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②バラード系16ビートストローク

ロック、ポップス寄りのバラードなどで聞かれるスローな16ビートストローク。
ロック、ポップスの16ビートと近いパターンながら、
シャッフル気味にはねたニュアンスで演奏するのが特徴。
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コードフォームについて
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常に高音部をペダルトーンで同じ音（G、D）を鳴らしている。
特に「G」「C」「Em」はこのフォームで押さえることが多く、
よりカントリーらしい響きを得られる。



打ち込みのポイント
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シャッフル度合いは50%程度。
明確な決まりはなく

目分量でランダムに調整
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③ラグタイム系フィンガーピッキング

ラグタイムやロカビリーなどで使われる「ギャロッピング」という
フィンガーピッキングを想定したスタイル。
軽快かつ高速なフレーズが特徴的な奏法で、故チェット・アトキンス氏のプレイは
このジャンルの代表として歴史に残っています。



打ち込みのポイント
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